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CR 用老化防止剤について (1)

CRは， 耐熱性， 耐オゾン性に優れた
るが， 自動車部品などのような苛酷
中で充分耐えられるように， 耐熱性， 耐オゾン性
に優れた効果を持ち， かつ効果の持続性の優れた
老化防止剤が探索され， 配合検討が行なわれてい
る ． 先に I) ノクラック6CのCRに対する効果を
紹介した． 今回は耐熱老化防止剤であるノクラッ
クAD, 二次老化防止剤であるベンヅイミダゾー

ル系のノクラックMB及びMBZを併用した場合
の6Cの効果を紹介する．

］にム ー ニ ー スコ ー チを示した． ノクラック
224は若干速いが， 他の老化防止剤の影響は少な
い． また， アミン系老化防止剤の中にはCR
り生地の貯蔵安定性に悪影響を及ばすことが知ら
れている2).

1及び図lに練り生地の貯蔵安定性を示し
た. 224は練り生地の安定性が著しく悪い． ま

CRの耐オゾン老化防止剤として有効な810-
NAと6Cでは， 6Cの方が練り
良好である ． 一方， 6C/AD, MBま た はMBZ
併用系も練り生地の安定性が良好であることか
ら， AD, MB及びMBZの影響は小さいと考え
られる ．

次回， 加硫物の常態物性， 熱老化試験， オゾン
劣化試験などについて紹介する ．

実験

1. 配 合

CR*'
ステアリン酸
SRFプラック
酸化亜鉛
酸化マグネシウム
エチレンチオウレア

試料老化防止剤

＊！非硫黄変性タイプ， ムーニ ー粘度48(100℃\

料2 • 試

1. 無添加

2. 810-NA (2)
3. 810-NA (4)
4. 6 C (2)
5. 6 C(4)
6. 224 (4)
7 . 6 C (2)/ AD (2)
8 . 6 C (2)/ AD (2)/MB (1)
9 . 6 C (2)/ AD (2)/MBZ (1)

3 . 評 価 項
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; 125℃, ML-1 
レオメ ー タ加硫試験： 150℃, ODR-100 

り生地の貯蔵安定性； 40℃ 
ム ー ニ ー スコ ー チ試験(125℃, ML 1 )の

Vm 

l ム ーニー スコ ーチ試験及び練り生地の貯蔵安定性

40℃放置後の練り生地のVm
Vm 3 日 7 日 IO日

L 無添加 50 8,3 18.0 52 57 61 
2. 810-NA(2) 53 7.5 12.8 64 116 167 
3. 810-NA(4) 50 7.1 11.6 77 >200
4. SC (2) 45 7.6 13.8 61 65 80 
5. 6C (4i 43 7.6 12,9 52 96 154 
6. 224(4) 59 6.0 9.4 159 >200
7 . SC (2)/ AD (2) 51 8.1 13.9 51 68 100 
8. 6C (2)/ AD (2)/MB (1) 46 8.7 14.2 51 70 111 
9. SC (2)/ AD (2)/MBZ (1) 47 8.4 13.5 51 71 107 
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—※-1無添加
一4.6C(2)
―◇ -7.6C(2)/ AD(2) 

-0-2.810-NA(2) --3.810-NA(4) 
一 5.6C(4) -0-6.224(4) 
一8.6C(2)/AD(2)/MB(1) -i-9.6C(2)/ AD(2)/MBZ(1) 

図1 練り生地の貯蔵安定性
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図2 レオメ ー タ加硫曲線図(150℃)

ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行 て確実に保証するものではありません．

った試験に基づくものでありますが， 結果をすべ 大内新興化学工業株式会社
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